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国際会長主題     「私たちの未来は、今日から始まる」“Our Future Begins Today” 

アジア地域会長主題  「ワイズ運動を尊重しよう」“Respect Y’s Movement” 

西日本区理事主題     「ワイズ魂で 更なるワイズの活性化を！」 

“Energizing Y's Men's Clubs with the Y's spirit !” 

中部部長主題     「出会い、ふれあい、響きあい、前へ進もう」 

金沢犀川ｸﾗﾌﾞ会長主題 「平和を実現しよう！」“Let’s be the peacemakers!” 
会長：平口哲夫，副会長・書記：北 肇夫，直前会長・会計：澤瀬 諭 

 

今月の聖句： これらのことを話したのは、あなたがたがわたしによって平和を得るためである。あ

なたがたには世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている。 

新共同訳聖書 ヨハネによる福音書 16章 33節 

２０１７年６月強調月間 
評価・計画 

１年を振り返り、できた事はクラブをメンバーを自分を、大いに褒めてください。出来なかった事は、

記録にまとめ次年度に活かしましょう！ 次年度役員の方は、綿密な計画を作りましょう！ 
岩本 悟 理事（熊本にしクラブ） 

 ☆☆☆６月第一例会案内☆☆☆ 

日 時：6月 8日(木)19:00～21:00 

会 場：ﾎﾃﾙ金沢(金沢市堀川新町 1‐1) 

会 費：3,500円 

準 備：北ﾜｲｽﾞ 

＊＊＊プログラム＊＊＊ 

司 会         ：竹中ﾜｲｽﾞ 

開会・点鐘       ：平口会長 

ワイズソング      ：一同 

今月の聖句       ：司会者 

ゲスト紹介       ：司会者 

今月のハッピーバスデイ ：平口会長 

 竹中ﾒﾈｯﾄ(1日) 

食前の感謝       ：三谷ﾜｲｽﾞ 

―― 会 食 ―― 

卓 話 「ギデオン協会の活動」竹中ﾜｲｽﾞ 

事業委員会報告     ：各委員 

ニコニコタイム     ：澤瀬ﾜｲｽﾞ 

閉会点鐘         ：平口会長 

 

＊例会に使用済み切手、ｱﾙﾐ缶、ｳｴｽ用布製品をご

持参下さい。 

☆☆☆５月例会報告☆☆☆ 

[第一例会] 5 月 11 日(木) 19:00～21:00、ﾎﾃﾙ金

沢、卓話「私の起業体験」山下大貴氏（㈱ｸﾛｽﾏﾈｰ

ｼﾞﾒﾝﾄ代表取締役）、参加者/北・澤瀬・竹中・平口・

三谷。[第二例会]5月 25日(木)19:00～21:00、竹

中ﾁｬﾍﾟﾙ、参加者/北・澤瀬・竹中・平口・三谷。 

第 20 回西日本区大会 6 月 10 日(土)～11 日(日)、

菊池市文化会館・ﾎﾃﾙ日航熊本、参加予定者/北・

澤瀬・平口。金沢 YMCA 定期会員総会 6 月 19

日(月)19:30～20:30、北陸学院大学本館１階 ILC。 

今月の聖句について 「ﾖﾊﾈによる福音書」15～17

章は、ﾏﾙｺを知っている著者ﾖﾊﾈの原著作に、ﾏﾀｲ

を知っている“ﾖﾊﾈ教会の人々”が少なからず付け

加えをしている、ということが研究者によって指

摘されている。迫害に直面していた“ﾖﾊﾈ教会の

人々”にとって、ｲｴｽの“十字架と復活”の出来事

は、“世の終わり”における“勝利”の先取りであ

り、希望と勇気を与えてくれるものであった。 

7月の当番 司会：北、準備：澤瀬 

《 金沢 YMCAのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 》 

http://www.ys-chubu.jp/kanazawaymca/ 
   

当クラブ 5 月出席者 4 月出席率(正会員) ＢＦポイント ニコニコタイム 

正会員  4名 

広義会員 0名 

功労会員 1名 

正会員    4名 

功労会員     1名 

メネット    0名 

ビジター   0名 

ゲスト       1名 

4÷4✕100      

 

メーキャップ    0名 

前月繰越切手   3,568g 

5 月分切手      0g 

今年度累計    

切手 3,568g 

現金   0円 

前月累計    88,103円 

5 月        5,605円 

 

合計   5名    6名      100％     累計 93,708円 

http://www.ys-chubu.jp/kanazawaymca/


2 

 

◆ ５月第一例会に参加して ◆ 
澤瀬 諭 

5 月 11 日(木)19:00～21:00、若き企業経営者であ

る山下大貴氏を卓話者にお迎えして、5 月第一例会

が開催された。卓話の題名は「私の起業体験」。 

山下氏は在学中から訪問販売を始め、紆余曲折を

経て株式会社ｸﾛｽﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ会社を設立し、現在、28

歳という若さでｸﾞﾙｰﾌﾟ会社6社を経営しているとのこと。

その目の付け所に大変感心させられた。 

例会会場が都ﾎﾃﾙからﾎﾃﾙ金沢に変わって最初

の例会に相応しい、若手ｹﾞｽﾄによる卓話であったが、

聴く側がﾒﾝﾊﾞｰ 5 名だけの例会となったのは、卓話者

に申し訳なく、また勿体ない感がした。 

 
 

◆ 東海ｸﾗﾌﾞ 50 周年記念例会 参加記 ◆ 
北 肇夫 

5 月 14 日（日）早朝、澁谷ﾜｲｽﾞ（金沢ｸﾗﾌﾞﾞ）と筆者

は、松任海浜公園の高速道路ﾊﾞｽｽﾄｯﾌﾟで合流して

記念例会に参加。式典会場は、ＪＲ名古屋駅から徒歩

15 分の“ﾏﾘｴｶﾘﾖﾝ名古屋”、交通至便の地にある。 

参加者は、岩本 現理事、大野 次期理事、遠藤 

直前理事、中部の全ｸﾗﾌﾞの皆さん、名古屋東海ｸﾗﾌﾞ

と関わり深いｸﾗﾌﾞや個人の皆さん、計 105 名と、中部

部会並みの多彩な顔ぶれであり、日ごろの交流の深

さと歴史を感じた。 

記念式典に続く記念講演「熊本地震！そのとき、Ｙ

ＭＣＡは？」は、熊本 YMCA 総主事・岡成也氏により、

「東日本大震災の復興支援」の対応の話題も踏まえ、

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄを使用して行われた。 

親睦の会のｱﾋﾟｰﾙﾀｲﾑでは、「第 21 回中部部会」

のﾎｽﾄｸﾗﾌﾞの澁谷ﾜｲｽﾞによる音頭で、川口 中部部

長と筆者も加わって、9 月 18 日(月･祝)に金沢で挙行

される中部部会のご案内をし、反響を得た。 
 

◆ 2016-2017 第 3 回中部評議員会報告 ◆ 
会長 平口 哲夫 

5月27日(土)13:00から名古屋

YMCA で開催される中部評議会

に参加するため、香林坊ﾊﾞｽ停

7:36 発の高速ﾊﾞｽに乗車。北次

期会長は、片町ﾊﾞｽ停から乗車。 

議案は恒例のもの以外に、今

回は従来の中部 HP 委員会の代

わりに中部情報委員会を設置することが中部 HP 委

員会の荒川恭次ﾜｲｽﾞから提案され、承認された。 

各ｸﾗﾌﾞ年度活動報告の際、金沢犀川ｸﾗﾌﾞとしては、

劇的な会員増強が実現しない限り、現会員 5名のうち

一人でも退会すれはｸﾗﾌﾞ存続が困難になる現状を説

明し、当分、中部部会のﾎｽﾄｸﾗﾌﾞを引き受けることは

できない旨、お知らせした。 

 

◆ 2017-2018 第１回中部評議員会報告 ◆ 
次期会長 北 肇夫 

2016-2017 第 3 回中部評議会に続き､2017-2018

第 1 回中部評議会が 5 月 27 日(土)15:00～17:20 に

名古屋 YMCA 会館 5 階の会議室で開催された。1 か

月前倒しの引継ぎであり、新体制の中部ｷｬﾋﾞﾈｯﾄや

各ｸﾗﾌﾞの運営のｽﾑｰｽなｽﾀｰﾄが期待されている。 

協議内容は、「2017-2018 年度中部部長及びﾎｽﾄｸ

ﾗﾌﾞの確認」、「2017-2018 年度部長方針及び事業計

画」、「2017-2018 年度会計予算」、「2018-2019 年度

部長選出ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞ(名古屋南山ｸﾗﾌﾞは、持帰り検討)」、

「2017-2018 年度 EMC 推進委員長選出(中部部長)」

があり、続いて「各事業主査より年度方針」、「各ｸﾗﾌﾞ

より年度計画」などの報告があった。 

 
（平口会長撮影の記念集合写真） 

 

◆ 春のｸﾘｰﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ ◆ 
地域奉仕・環境委員長 北 肇夫 

“金沢百万石まつり”間近の 5 月 28 日（日）早朝、

金沢市青少年団体連絡協議会(青団連)主唱のｸﾘｰﾝ

ｷｬﾝﾍﾟｰﾝに金沢 YMCA と金沢ｸﾗﾌﾞﾞ・金沢犀川ｸﾗﾌﾞ

が呼応して参加した。 

ＳｔａｇｅⅠでは、金沢YMCA事務所と竪町商店街周

辺にて、金沢YMCAの朝倉理事長ご夫妻、金沢ｸﾗﾌﾞ

の澁谷・数澤ﾜｲｽﾞ、金沢犀川ｸﾗﾌﾞの北ﾜｲｽﾞ、計 6 名

が清掃作業を行なった。続いて StageⅡでは、新桜坂

緑地(W 坂)にて金沢犀川ｸﾗﾌﾞの竹中・北ﾜｲｽﾞが参加

して行われた。 

StageⅡでは、新桜坂緑地全体(園地と階段部)の

清掃作業により、ｺﾞﾐの量は事前に収集した枯葉も含

め、45L入り

10 袋という

多さになっ

た。この作

業には、竹

中ﾜｲｽﾞ持参

のﾌﾞﾛｱｰ(ｴ

ﾝｼﾞﾝ付き掃

除機)が威力を発揮し、時間短縮に繋がった。当ｸﾗﾌﾞ

の地道なﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動ではあるが、会員の皆さんの

ご協力により今後も継続していきたい。 


